
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈中情報通信 

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！㈱神奈中情報システム 

第４０号 （平成２９年１月） 

㈱神奈中情報システム TEL：0463-22-8849 FAX：0463-22-8815 

■■この「神奈中情報通信」は、私たちと何かのご縁があったかたにのみ、差し上げている通信誌です。■■ 

 

◆夜中２時のバイク便・・・◆ 

明けましておめでとうございます！神奈中情報システムの 

大森です。今回は私が担当です。よろしくお願いいたします。 

さて、今回は私の息子のお話です。私の息子は、昨年の春に 

大学を卒業してテレビの番組制作会社に就職しました。 

息子はスポーツ専攻の学部にいましたが、スポーツよりもテレビ業界に感心が 

あり、また、私もけっこうミーハーでテレビ業界に関心があり（かつて私が就職しよう

と思っていたのが東映や松竹で）行け行けと背中を押し、実際に入りました。 

聞くところによると、番組制作会社を３社受けて３社通ったらしく、なんでそんなに

通るのかと思っていたのですが、後から分かってきました。この業界は本当に昼夜

がなく、とにかく体力的にもきつく、その点うちの息子は大学時代にアメフトをやって

いましたので、それだけで通ったようでした・・・。 

ちなみに、テレビ番組の制作というのは、昔はテレビ局がやっていたのですが、 

最近は、テレビ局自体はプロデュースや企画をやり、番組制作は全部、外部の制作

会社に委ねているようです。 

入社してもうすぐで１年が経ちますが、予想はしていましたが、残業やら時間外 

労働やらその不規則さがすさまじい業界です。まず、通常時期で１週間に１回くらい

しか帰ってきません。また、２時間スペシャルなどの特番があると、２週間帰ってきま

せん。（着替えだけ取りに帰ってきたり、私が夜中に赤坂のＴＢＳに着替えを届けた

りはあります）当然、本人は寝不足ですが、それが業界人らしいと自慢しており、 

よくやっているなぁというのが、私の感想です。 

また、今は情報番組のアシスタントディレクターをやっている

のですが、急な出張はしょっちゅうで、いきなり沖縄に取材に 

行ったり、いきなり古いホテルの映像を撮りに （２枚目へ→） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【発行元】  

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！ 

株式会社神奈中情報システム  

〒２５４－０８１１ 神奈川県平塚市八重咲町７番３５号 

TEL：０４６３－２２－８８４９ FAX：０４６３－２２－８８１５ 

発行責任者：神奈中情報システム  

■この通信がご不要の方は１枚目をそのままＦＡＸしてくださいますようよろしくお願いいたします■ 

（続き→） 日光のホテルに泊まりに行ったり、本当にいつどこにいるかわかりませ

ん。また、家に帰ってきたと思ったら急に携帯に電話があって飛んで行ったり・・・。 

極めつけは、夜中２時のバイク便です。先日、出演者の芸能人の似顔絵をある

イラストレーターの人に描いてもらったところ全然似ておらず、うちの（美大出身の）

女房に白羽の矢が・・・。息子から夜遅くに電話が掛かってきてすぐに描いてくれと。

そして、夜中の２時にバイク便が家に来て１００色の色鉛筆が届いたのです。そこ 

には「１０時間以内に作ってくれ」と書き置きが・・・。そこから女房が似顔絵を描き、

１０時間以内に持って行き、次の日のオンエアで使われて、すごい業界だなと・・・。 

また、芸能人が毎日目の前を通り、最初はびっくりしたらしいのですが、いまは 

慣れてしまって、ＡＫＢ好きだったのにもう会っても新鮮味がないと・・・。逆に私が 

息子から今度、俳優の誰々が来ると聞くと、それサインもらっておいてくれと頼むの

ですが、業界人はそういうことをやっちゃいけないんだともらってもらえず、これでは

業界に入れた意味がないな・・・と、そんなことも感じております。 

それから聞くところによると、あの世界は礼儀を正しくしていないと、それこそ一回 

目を付けられたら終わりとのことで、そういった意味では、普通の

会社に入るよりも社会人として厳しくも良い勉強ができているのか

なぁと思っています。同期入社５０人中、すでに半分が辞めている

とのことですが、とりあえず頑張ってもらえたらと思っています。 

◆発行者コラム◆ 

最後に、そんな息子に私は一日でも早く、中堅どころになってもらいたいと思って

います。私には番組を作っているところを見てみたいという気持ちが以前からあり、

スタジオ見学に呼んでもらいたいのです。「まだ下っ端だから呼べない」と言われて

おりますか、いつかその日がくることを夢見ております（笑）。大森 

大森 米山 


